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•背景
• 精神科の措置入院患者は、犯罪等の社会背景を
持つために、最初の診察から72時間以内に２人
目の精神保健指定医に診察依頼する必要がある。
この守秘性が高い診察依頼に、携帯電話等の簡
易なメール機能を使えれば、行政事務官の負担
が激減する。

•１ 研究開発の目的
• 平文を符号化し、更に暗号化することで、最小
限の通信量で守秘文書を送信するシステムを開
発することを目的とした。



開発課題
1. 特殊な通信方法を用いず平文送信を暗号化す

ること

2. 精神保健指定医と行政担当が参加した実環境
に取り込むことで、問題点を検証する



研究開発の内容及び成果

AES（CBC/128）で暗号化

愛知県下で運営されている「こころのDrネット」にサブドメインを作成し、診察依頼
システムを構築後、以下の3点について解決した。
①．平文のコード化（キャラクターコード化を含む）
②．AES(CBC/128)暗号化後の平文の秘匿転送： AES（CBC/128）
③．AES(CBC/128)の問題点を解決するアルゴリズムの開発

平文 $h2okufp&1%4

$h2ok:10バイトカット

QRコード化

カギ情報 $rgsuk%4$
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送受信のアルゴリズム

② 受信側暗号化 解読① 送信側



結語

• 平文を通常メールで暗号化することに成功した

• QRコードとwebデータをローカルで複合することで
QRコードの複雑化を回避できた

• 長文であっても一定の送信容量で情報交換が可
能となった


